
７．研究（１）

7-1．科学研究費補助金の研究機関種別配分状況（新規採択分）

応募件数 採択件数 採択率 応募額
配分額

（直接経費）
配分額

（間接経費）
配分額
（合計）

90,089 24,809 27.5% 345,548,252 62,699,800 18,809,940 81,509,740

国立 41,827 12,779 30.6% 196,214,859 37,922,600 11,376,780 49,299,380

公立 7,637 1,942 25.4% 20,978,051 3,525,900 1,057,770 4,583,670

私立 29,839 7,242 24.3% 80,709,442 13,184,900 3,955,470 17,140,370

その他 10,786 2,846 26.4% 47,645,900 8,066,400 2,419,920 10,486,320
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（単位：千円）
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（注１）2023年度科学研究費補助金のうち、「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（公募研究）、「学術変革領域研究（A）」（計画研究及び

公募研究）、「学術変革領域研究（B）」（計画研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」（特設審査領域を除く）、「若手研究」、

「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金（国際先導研究及び国際共同研究強化（Ｂ））」について分類。

（注２）研究代表者が所属している研究機関により整理しているため、研究分担者の分担金を反映した配分の実態を示すものではない。

（注３）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

（出典）日本学術振興会「研究者が所属する研究機関種別 配分状況表（令和5年度 新規採択分）」より国立大学協会事務局作成
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7-2．組織・学問別研究費 （単位：百万円）

全体 国立 公立 私立

3,842,096 1,541,443 246,069 2,054,584

2,601,061 1,287,015 186,898 1,127,147

理学 378,281 284,380 15,625 78,276

工学 777,073 469,448 41,492 266,133

農学 144,717 93,264 12,275 39,179

保健 1,300,989 439,924 117,506 743,559

834,660 132,875 41,255 660,529

406,376 121,553 17,916 266,907

7-3．主要国等の研究者1人当たりの研究支援者数

7-4．電子ジャーナルの利用可能種類・平均単価、大学規模別の平均利用可能数

（注）大学規模は、専任教員・学部生・大学院生の合計数が15,000人以上を大規模、5,000人以上15,000人未満を中規模、5,000人未満を小規模とする。

（出典）文部科学省「学術情報基盤実態調査」（各年度）及び大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）公表資料より国立大学協会事務局作成

その他

総　計

自然科学

人文・社会科学

90.8

45.1
32.2 31.6

181.3

209.7

228.1

44.7

39.7 34.2

23.8

28.3
14.9 15.9

106.4
120.6

295.3

9.9

35.2
21.1

0.26 

0.63 

0.46 
0.50 

0.59 0.57 

1.29 

0.22 

0.89 

0.62 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

日本

（2022）

ドイツ

（2020）

フランス

（2020）

英国

（2019）

EU-15

（2018）

EU-28

（2018）

中国

（2020）

韓国

（2020）

ロシア

（2020）

インド

（2018）

研究者数 研究支援者数 研究者1人あたりの研究支援者数（右軸）

（万人） （人）

（注１）研究者１人当たりの研究支援者数は研究者数及び研究支援者数より文部科学省で試算。

（注２）各国とも人文・社会科学を含む。

（注３）研究支援者は研究者を補助する者、研究に付随する技術的サービスを行う者及び研究事務に従事する者で、日本は研究補助者、技能者及び研究事務その他の関係者である。

（注４）フランスの値は推計値である。

（注５）英国の研究者数の値は暫定値であり、研究支援者数の値は過小評価されている。

（注６） EUの値はOECDによる推計値である。

（出典）文部科学省『科学技術要覧』（2022）より国立大学協会事務局作成

（注１）研究費の内訳は、人件費、原材料費、有形固定資産購入費、無形固定資産購入費、リース料、

その他の経費である。

（注２）2023年に実施された調査の結果であり、研究費は調査年の3月31日又はその直近の決算日
から遡る1年間の実績である。

（出典）総務省『科学技術研究調査』（2023）より国立大学協会事務局作成
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7-5.　主要国の論文数、Top10％補正論文数、Top1％補正論文数シェアの変化（全分野、整数カウント法、3年移動平均）

7-6.　主要国の論文数、Top10％補正論文数、Top1％補正論文数シェアの変化（全分野、分数カウント法、3年移動平均）

（注）分析対象は、Article, Reviewである。年の集計は出版年（Publication year, PY）を用いた。全分野での論文数シェアの3年移動平均（2020年であればPY2019、PY2020、PY2021年の

平均値）。

分数カウント法である。被引用数は、2022年末の値を用いている。Top10％（及びTop1％）補正論文数は22分野ごとに抽出しているため、分野分類できない論文は除外して算出している。

（出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所 「科学技術指標2023」を基に、国立大学協会が加工・作成
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（注）分析対象は、Article, Reviewである。年の集計は出版年（Publication year, PY）を用いた。全分野での論文数シェアの3年移動平均（2020年であればPY2019、PY2020、PY2021年の

平均値）。

分数カウント法である。被引用数は、2022年末の値を用いている。Top10％（及びTop1％）補正論文数は22分野ごとに抽出しているため、分野分類できない論文は除外して算出している。

（出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所 「科学技術指標2023」を基に、国立大学協会が加工・作成
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7-7．国内機関における論文数等ランキング 

・総合（世界12位）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

1 東京大学 1,662 1.7%

2 京都大学 998 1.4%

3 理化学研究所 702 2.3%

4 大阪大学 562 1.0%

5 東北大学 561 1.1%

6 物質・材料研究機構 536 3.2%

7 名古屋大学 485 1.2%

8 九州大学 436 1.1%

9 北海道大学 374 1.0%

10 国立がん研究センター 348 3.5%

・化学（世界５位） ・物理（世界5位）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

1 京都大学 158 1.4% 1 東京大学 423 2.4%

2 東京大学 148 1.5% 2 理化学研究所 226 2.7%

3 物質・材料研究機構 124 3.0% 3 物質・材料研究機構 208 4.1%

4 産業技術総合研究所 77 1.2% 4 京都大学 188 2.0%

5 北海道大学 76 1.3% 5 大阪大学 142 1.5%

6 九州大学 73 1.3% 6 高エネルギー加速器研究機構 135 2.6%

7 大阪大学 66 0.8% 7 東北大学 128 1.4%

8 東京工業大学 60 0.9% 8 東京工業大学 125 2.0%

9 名古屋大学 49 1.0% 9 名古屋大学 121 1.8%

10 理化学研究所 46 1.1% 10 筑波大学 89 1.8%

・材料科学（世界9位） ・植物・動物学（世界11位）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

1 物質・材料研究機構 157 2.4% 1 理化学研究所 96 5.8%

2 東京大学 76 1.5% 2 東京大学 94 2.0%

3 東北大学 53 0.8% 3 京都大学 50 1.2%

4 産業技術総合研究所 51 1.3% 4 名古屋大学 49 3.2%

5 京都大学 38 1.0% 5 農業・食品産業技術総合研究機構 37 1.3%

6 理化学研究所 32 2.8% 6 岡山大学 32 2.7%

6 九州大学 32 0.9% 6 東北大学 32 2.1%

8 早稲田大学 27 2.6% 8 北海道大学 29 0.8%

9 東京工業大学 20 0.6% 9 奈良先端科学技術大学 25 4.8%

10 北海道大学 19 0.8% 10 筑波大学 22 1.5%

・免疫学（世界11位） ・地球科学（世界11位）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

国内順位 機関名
高被引用
論文数

高被引用
論文割合
（%）

1 大阪大学 31 2.4% 1 東京大学 87 1.4%

2 理化学研究所 30 4.2% 2 海洋研究開発機構 75 1.8%

3 京都大学 22 2.1% 3 国立環境研究所 56 4.6%

4 東京大学 21 1.4% 4 気象研究所 40 3.0%

5 慶應義塾大学 17 2.5% 5 気象庁 34 3.7%

6 広島大学 16 3.7% 6 名古屋大学 32 1.7%

7 東京医科歯科大学 15 2.8% 7 北海道大学 26 1.0%

8 千葉大学 14 2.5% 8 京都大学 22 0.8%

9 北海道大学 11 1.3% 9 宇宙航空研究開発機構 18 2.3%

10 日本医科大学 8 3.7% 9 九州大学 18 1.1%

10 国立感染症研究所 8 0.8%

（注１）日本の研究機関が著者所属機関に含まれる高被引用論文の総計が、世界順位で上位の分野から、日本の大学・研究機関を抽出している。

（注２）世界順位は、分野別における高被引用論文の総計の順位。

（出典）クラリベイト・アナリティクス「インパクトの高い論文数分析による日本の研究機関ランキング 2023年版を発表」（2023年5月22日日本時間）より

国立大学協会事務局作成
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